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８

施
行
期
日

こ
の
法
律
は
、
平
成
二
二
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す

る
こ
と
と
し
た
。
た
だ
し
、
法
律
の
有
効
期
限
に
関
す

る
規
定
に
つ
い
て
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
こ
と

と
し
た
。

G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G

二

労
働
保
険
の
保
険
料
の
徴
収
等
に
関
す
る
法
律
の
一

部
改
正
関
係

１

特
例
納
付
保
険
料
の
納
付
等

二
年
を
超
え
る
遡
及
適
用
の
対
象
と
な
っ
た
者
を

雇
用
し
て
い
た
事
業
主
が
、
事
業
開
始
時
に
必
要
な

保
険
関
係
成
立
の
届
出
を
行
っ
て
い
な
か
っ
た
場
合

に
は
、
保
険
料
の
徴
収
時
効
で
あ
る
二
年
経
過
後
に

お
い
て
も
、
保
険
料
を
納
付
で
き
る
こ
と
と
し
、
厚

生
労
働
大
臣
は
そ
の
納
付
を
勧
奨
す
る
こ
と
と
し

た
。（
第
二
六
条
関
係
）

２

雇
用
保
険
率
に
関
す
る
暫
定
措
置

現
下
の
雇
用
失
業
情
勢
に
対
応
し
た
雇
用
対
策
の

実
施
に
必
要
な
財
源
を
確
保
す
る
た
め
、
平
成
二
二

年
度
に
お
け
る
雇
用
保
険
二
事
業
の
保
険
料
率
に
つ

い
て
は
、
弾
力
条
項
の
規
定
は
適
用
せ
ず
、
原
則
の

千
分
の
三
・
五
と
す
る
こ
と
と
し
た
。（
附
則
第
一
一

条
関
係
）

三

特
別
会
計
に
関
す
る
法
律
の
一
部
改
正
関
係

雇
用
保
険
二
事
業
の
安
定
的
な
運
営
を
確
保
す
る
た

め
に
、
雇
用
調
整
助
成
金
等
の
た
め
に
必
要
な
額
に
つ

い
て
、
失
業
等
給
付
に
係
る
積
立
金
を
使
用
す
る
こ
と

が
で
き
る
暫
定
措
置
を
講
じ
る
こ
と
と
し
た
。（
附
則
第

二
〇
条
の
三
関
係
）

四

こ
の
法
律
は
、
一
部
の
規
定
を
除
き
、
平
成
二
二
年

四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
こ
と
と
し
た
。

G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G

◇
裁
判
所
職
員
定
員
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
法
律

第
一
一
号
）（
法
務
省
）

１

判
事
の
員
数
を
六
五
人
増
加
す
る
こ
と
と
し
た
。（
第

一
条
関
係
）

２

判
事
補
の
員
数
を
二
〇
人
減
少
す
る
こ
と
と
し
た
。

（
第
一
条
関
係
）

３

こ
の
法
律
は
、
平
成
二
二
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す

る
こ
と
と
し
た
。

G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G

◇
地
震
防
災
対
策
強
化
地
域
に
お
け
る
地
震
対
策
緊
急
整

備
事
業
に
係
る
国
の
財
政
上
の
特
別
措
置
に
関
す
る
法

律
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
法
律
第
一
二
号
）（
内
閣

府
本
府
）

１

地
震
防
災
対
策
強
化
地
域
に
お
け
る
地
震
対
策
緊
急

整
備
事
業
に
係
る
国
の
財
政
上
の
特
別
措
置
に
関
す
る

法
律
の
有
効
期
限
を
五
年
延
長
し
、
平
成
二
七
年
三
月

三
一
日
ま
で
と
す
る
こ
と
と
し
た
。（
附
則
第
一
条
第
二

項
関
係
）

２

関
係
都
道
府
県
知
事
に
よ
る
地
震
対
策
緊
急
整
備
事

業
計
画
の
策
定
の
義
務
付
け
を
廃
止
す
る
こ
と
と
し

た
。（
第
二
条
第
一
項
関
係
）

３

公
立
の
小
学
校
若
し
く
は
中
学
校
又
は
中
等
教
育
学

校
の
前
期
課
程
の
木
造
以
外
の
校
舎
の
補
強
で
、
地
震

に
よ
る
倒
壊
の
危
険
性
が
高
い
も
の
と
し
て
文
部
科
学

大
臣
の
定
め
る
基
準
に
該
当
す
る
校
舎
に
係
る
も
の
に

つ
い
て
、
改
正
前
は
二
分
の
一
と
さ
れ
て
い
た
国
の
負

担
割
合
を
三
分
の
二
と
す
る
こ
と
と
し
た
。（
別
表
第
一

関
係
）

４

こ
の
法
律
は
、
一
部
の
規
定
を
除
き
、
公
布
の
日
か

ら
施
行
す
る
こ
と
と
し
た
。

G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G

◇
関
税
法
及
び
関
税
暫
定
措
置
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法

律
（
法
律
第
一
三
号
）（
財
務
省
）

１

暫
定
関
税
率
等
の
適
用
期
限
の
延
長
等

平
成
二
二
年
三
月
三
一
日
に
適
用
期
限
が
到
来
す
る

暫
定
関
税
率
並
び
に
農
産
品
に
係
る
特
別
緊
急
関
税
制

度
及
び
牛
肉
又
は
豚
肉
等
に
係
る
関
税
の
緊
急
措
置
に

つ
い
て
、
こ
れ
ら
の
適
用
期
限
を
一
年
延
長
す
る
等
所

要
の
改
正
を
行
う
こ
と
と
し
た
。（
関
税
暫
定
措
置
法
第

二
条
及
び
第
七
条
の
三
〜
第
七
条
の
六
等
関
係
）

２

水
際
取
締
り
強
化
等
の
た
め
の
罰
則
水
準
の
見
直
し

^

輸
出
し
て
は
な
ら
な
い
貨
物
を
輸
出
す
る
罪
、
輸

入
し
て
は
な
ら
な
い
貨
物
を
輸
入
す
る
罪
及
び
輸
入

し
て
は
な
ら
な
い
貨
物
を
保
税
地
域
に
置
く
等
の
罪

に
係
る
罰
則
水
準
を
引
き
上
げ
る
こ
と
と
し
た
。（
関

税
法
第
一
〇
八
条
の
四
、
第
一
〇
九
条
及
び
第
一
〇

九
条
の
二
関
係
）

_

関
税
を
免
れ
る
等
の
罪
に
係
る
罰
則
水
準
を
引
き

上
げ
る
こ
と
と
し
た
。（
関
税
法
第
一
一
〇
条
関
係
）

`

密
輸
貨
物
の
運
搬
等
を
す
る
罪
に
係
る
罰
則
水
準

を
引
き
上
げ
る
こ
と
と
し
た
。（
関
税
法
第
一
一
二
条

関
係
）

３

認
定
事
業
者
（
Ａ
Ｅ
Ｏ
）
制
度
の
整
備

保
税
蔵
置
場
の
許
可
の
特
例
の
適
用
を
受
け
る
必
要

が
な
く
な
っ
た
旨
の
届
出
及
び
認
定
通
関
業
者
の
認
定

を
受
け
て
い
る
必
要
が
な
く
な
っ
た
旨
の
届
出
に
係
る

規
定
を
整
備
す
る
こ
と
と
し
た
。（
関
税
法
第
五
二
条
の

二
及
び
第
七
九
条
の
三
関
係
）

４

こ
の
法
律
は
、
別
段
の
定
め
が
あ
る
場
合
を
除
き
、

平
成
二
二
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
こ
と
と
し
た
。

G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G

◇
株
式
会
社
日
本
政
策
金
融
公
庫
法
の
一
部
を
改
正
す
る

法
律
（
法
律
第
一
四
号
）（
財
務
省
）

１

株
式
会
社
日
本
政
策
金
融
公
庫
の
目
的
及
び
国
際
協

力
銀
行
の
業
務
の
範
囲
に
、
地
球
温
暖
化
の
防
止
等
の

地
球
環
境
の
保
全
を
目
的
と
す
る
海
外
に
お
け
る
事
業

を
促
進
す
る
こ
と
を
追
加
す
る
こ
と
と
し
た
。

２

こ
の
法
律
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
こ
と
と
し

た
。

G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G

◇
雇
用
保
険
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
法
律
第
一

五
号
）（
厚
生
労
働
省
）

一

雇
用
保
険
法
の
一
部
改
正
関
係

１

一
般
被
保
険
者
の
要
件
の
見
直
し

雇
用
保
険
の
適
用
除
外
の
範
囲
を
三
一
日
以
上
雇

用
さ
れ
る
こ
と
が
見
込
ま
れ
な
い
こ
と
等
と
す
る
こ

と
と
し
た
。（
第
六
条
関
係
）

２

一
般
被
保
険
者
の
要
件
の
見
直
し
に
伴
う
改
正

^

被
保
険
者
で
あ
っ
て
、
季
節
的
に
雇
用
さ
れ
る

者
の
う
ち
次
の
い
ず
れ
に
も
該
当
し
な
い
も
の

（
日
雇
労
働
被
保
険
者
を
除
く
。）を
短
期
雇
用
特

例
被
保
険
者
と
す
る
も
の
と
し
た
。（
第
三
八
条
関

係
）

Ë

四
箇
月
以
内
の
期
間
を
定
め
て
雇
用
さ
れ
る

者

ô

一
週
間
の
所
定
労
働
時
間
が
二
〇
時
間
以
上

で
あ
っ
て
厚
生
労
働
大
臣
の
定
め
る
時
間
数
未

満
で
あ
る
者

_

日
々
雇
用
さ
れ
る
者
又
は
三
〇
日
以
内
の
期
間

を
定
め
て
雇
用
さ
れ
る
者
が
、
同
一
の
事
業
主
の

適
用
事
業
に
継
続
し
て
三
一
日
以
上
雇
用
さ
れ
た

と
き
は
、
公
共
職
業
安
定
所
長
の
認
可
を
受
け
た

場
合
を
除
き
、
日
雇
労
働
者
に
該
当
し
な
い
こ
と

と
し
た
。（
第
四
二
条
及
び
第
四
三
条
関
係
）

３

特
例
対
象
者
に
係
る
特
例

事
業
主
が
被
保
険
者
資
格
取
得
の
届
出
を
行
わ
な

か
っ
た
こ
と
に
よ
り
、
雇
用
保
険
に
未
加
入
と
さ
れ

た
者
に
つ
い
て
、
二
年
以
上
前
の
時
期
に
、
賃
金
か

ら
雇
用
保
険
料
を
控
除
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
確
認
さ

れ
た
場
合
に
は
、
事
業
主
が
届
出
を
行
わ
な
か
っ
た

こ
と
に
よ
り
所
定
給
付
日
数
が
短
く
な
る
不
利
益
が

生
じ
な
い
よ
う
に
す
る
た
め
、
現
行
制
度
に
お
い
て

遡そ

及
可
能
な
二
年
を
超
え
て
遡
及
し
て
適
用
で
き
る

こ
と
と
し
た
。（
第
一
四
条
及
び
第
二
二
条
関
係
）

◇
介
護
保
険
法
施
行
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
法
律

第
一
六
号
）（
厚
生
労
働
省
）

１

介
護
保
険
法
の
施
行
の
日
前
に
市
町
村
の
措
置
に
よ

り
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
に
入
所
し
た
要
介
護
被
保
険

者
に
対
し
て
講
じ
ら
れ
て
い
る
施
設
介
護
サ
ー
ビ
ス
費

等
に
係
る
経
過
措
置
に
つ
い
て
当
該
経
過
措
置
の
期
間

を
当
分
の
間
延
長
す
る
こ
と
と
し
た
。（
第
一
三
条
関

係
）

２

こ
の
法
律
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
こ
と
と
し

た
。

G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G

◇
北
朝
鮮
当
局
に
よ
っ
て
拉
致
さ
れ
た
被
害
者
等
の
支
援

に
関
す
る
法
律
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
法
律
第
一

七
号
）（
内
閣
官
房
）

１

国
は
、
北
朝
鮮
当
局
に
よ
っ
て
拉
致
さ
れ
た
被
害
者

で
あ
っ
て
帰
国
し
た
も
の
及
び
帰
国
し
、
又
は
入
国
し

た
被
害
者
の
配
偶
者
等
（
以
下
「
帰
国
被
害
者
等
」
と

い
う
。）が
本
邦
に
永
住
す
る
場
合
に
は
、
当
該
帰
国
被

害
者
等
に
対
し
、内
閣
府
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、

こ
れ
ら
の
者
の
自
立
を
促
進
し
、
生
活
基
盤
の
再
建
又

は
構
築
に
資
す
る
た
め
、
拉
致
被
害
者
等
給
付
金
を
、

一
〇
年
を
限
度
と
し
て
、
毎
月
、
支
給
す
る
こ
と
と
し

た
。（
第
五
条
第
一
項
関
係
）

２

こ
の
法
律
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
こ
と
と
し

た
。

G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G

◇
公
立
高
等
学
校
に
係
る
授
業
料
の
不
徴
収
及
び
高
等
学

校
等
就
学
支
援
金
の
支
給
に
関
す
る
法
律
（
法
律
第
一

八
号
）（
文
部
科
学
省
）

１

総
則

^

目
的

こ
の
法
律
は
、
公
立
高
等
学
校
に
つ
い
て
授
業
料

を
徴
収
し
な
い
こ
と
と
す
る
と
と
も
に
、
公
立
高
等

学
校
以
外
の
高
等
学
校
等
の
生
徒
等
が
そ
の
授
業
料

に
充
て
る
た
め
に
高
等
学
校
等
就
学
支
援
金
の
支
給

を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
と
す
る
こ
と
に
よ

り
、
高
等
学
校
等
に
お
け
る
教
育
に
係
る
経
済
的
負

担
の
軽
減
を
図
り
、
も
っ
て
教
育
の
機
会
均
等
に
寄

与
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
こ
と
と
し
た
。（
第
一
条

関
係
）

_

定
義

こ
の
法
律
に
お
け
る
「
高
等
学
校
等
」、「
公
立
高

等
学
校
」
及
び
「
私
立
高
等
学
校
等
」
を
定
義
す
る

こ
と
と
し
た
。（
第
二
条
関
係
）

š
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